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夏秋どリシュツコンカスミソウの標高別定植時期が開花及び品質に及ぼす影響
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1 は じ め に

現在岩手県のシュツコンカスミツクの栽培は,平坦地の

みならず高冷地まで栽培力漱 がりつつある。そこで本県の

夏季冷涼な気象条件を効果的に活用する適作型を明らかに

することが求められているため無加温ハウスを利用して標

表 1 切花品質 ,収量 ,開花期

高月1にさし芽苗,2年株の定植時期が開花及び品質に及ぼ
す影響について検討し,新作型策定のための資料とした。

2試 験 方 法
(1)試験場所 : 標高90π (園試),350π ,450π ,550π

(安代町 )80π (川井村 )雨よけハゥス下。
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l■.(1)茎の強度 :卓丈50～ 70“ と3本分枝の部分 い )を 水平に固定し,3本分枝を離した時の ドリ(B)を水平から
の長さであらわす。
強 :0～ 5",中 :5～ 10o,弱 :10 ca以 上

●)高温障害花 :花が大きくなり緑色をおびる。
●)総合評価 :◎有望  〇 :可  △やや不良  ×不良
14)10 当たり収穫本数 :10●当たり2,666株 として計算する。
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0)供試品種 : てくプリストルフェアリー"
13嵐験区 : 表 1参照

“

)供試苗

1)さ し芽苗 : 購入苗を使用し,3寸ボットに鉢上げ
後10日で摘心した。摘心節位は対葉数 5対日とし,鉢上げ

期間は25日間とした。

a2年株 : 秋掘り上げ後,軽 く湿ったおがくずとと
もに0℃程度の冷蔵庫に定植時まで貯蔵した。

6)耕種概要

1漱植様式 : ベット幅80α ,通路 60",株間50c● ,
条間40Ⅲ 2条植え

2)仕立本数 : 2年株は 5本 ,さ し芽苗は 3本仕立
3施胡巴量 (lg/a): N15,P20515,K2015(基 肥の

み )

4)保温 : 標高90π区のみ 9月 25日 より,夜間ハウス

サイド被覆

3 試験結果及び考察

気温は平年に比べて 5月 5半旬をのぞき6月 中旬までは

低温,以後 7月 4半旬までは平年並であった。 7月 5半旬

から
'月

2半旬までは高温,それ以後は低温で秋冷が早か

った。各試験場所の 4～ 9月 間の平均気温は350れでは14

～23℃。450πでは15～ 26C。 550η では 21～ 34℃

800π では46～ 53℃それぞれ標高90π地点のそれより低

く経過した。

表 1よ り草丈 ,茎の強度,高温障害花の発生からみて 2

年株の良品生産が可能な定植時期の晩限は標高90れでは 5

月中旬,標高350m,450れ ,550πでは6月 中旬,標高 800
77tでは 6月 下旬までと思われた。また 2年株の生育低温限

界温度 0は平均気温で74℃ といわれているが良品生産が

可能な定植時期から開花までの有効積算気温は標高90πで

は718C,350πでは762～ 774C,450れでは720～822C,

5511mでは794～ 872C,300π では697Cであった。

同様にさし芽苗の良品生産が可能な定植時期の晩限は標

高90πでは 5月 中旬,標高450πでは 6月 下旬,標高 550

mでは 7月 上旬までと思われオ、 またさし芽苗の生育低温
限界温度 Dは平均気温で

'4℃
といわれているが良品生産

が可能な定植時期から開花までの有効積算気温は標高90π

では842～ 861℃ ,450πでは712℃ ,550π では861～ 962C

であっオ、 なお同一標高における同じ定植時期の切花品質

は,さ し芽苗が2年株より概 して優る傾向でれ た(表 1)。

4 ま  と  め

以上の試験結果より本県における2年株,さ し芽苗の良

品十声が可能な標高別定植時期と開花期の関係は表 2のと

おりと思われる。

表 2 本県での標高別定植時期と推定開花期

注。(1)さ し芽苗の標高3'π は標高 100■ ,450れ の到
花日数,積算気温より推定した。同様に標高800
πも標高 550π より推定した。

●)到花日数 :2年株は定植時期,さ し芽苗は摘心
時期からの日数である。

“

)さ し芽苗の摘心時期 :定植 15日 前とする。
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